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抄録：2007 年度より改組され新たなスタートを切った筑波大学情報学群知識情報・図書館学類について記

した。知識科学，情報経営・図書館，知識情報システムの三主専攻からなる学類の使命，教育理念，輩出す

べき人材，そして�年次からのカリキュラム構成とその特色，就職先/進路について述べた。また学類と附

属図書館とが協同で設置したラーニングコモンズとそこから派生した「図書館情報学若手の会（ALIS：

Around Library and Information Science）の活動について記述した。学類は発足して�年目であり，今後，

評価活動を通じてカリキュラムの見直し，改定すべき所を検証していくところである。
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1. はじめに

1960 年代，コンピュータの普及とともに，いわ

ゆる電算化の波が押し寄せた。図書を対象にサービ

スの展開を図ってきた図書館学と，科学技術医学の

雑誌記事の索引抄録を中心にしてきたドキュメン

テーションの世界との融合もあり，その影響は図書

館学を図書館情報学へと発展させた。それと同様

に，近年のインターネットの普及は我々の生活パ

ターンを変えるまでにいたった。図書館情報学もそ

の影響で，より広範な学問領域を形成する必要が出

てきた。そのことをもう少し詳しく見てみよう。図

書館学から図書館情報学への変遷では，図書館業務

にコンピュータ処理を取り込むための方法論や制度

論が新たに必要になった。しかし，その対象はあく

までも図書館と出版，学術情報流通などその周辺に

限られていた。ところが，インターネットによる影

響の特徴は，従来の図書館が扱ってきた情報に関わ

る領域を超え，いたるところから情報にアクセスで

きるようになった。さらに，そのアクセス手段も多

種多様となった。その結果，図書館員（司書）が必

要とするスキルや知識も従来のものとは大きく異な

ることとなった。司書養成のカリキュラム体系も当

然それにあわせた形に変わる必要が出てきた。

そもそも，図書館は何のために存在するかといえ

ば，様々な理由があげられるが，少なくとも

・調べ物をする（知りたい情報を得る）

・読みたい本を借りる

・後世に資料と知識を伝える

等の要求があることに違いはないだろう。これら

は，いずれも知識の共有現象ととらえることができ

る。知識の共有は多かれ少なかれ，人間が存在すれ

ばいたるところで生じるが，効率よく効果的に行わ

れるのが，学校や図書館であり，人類はこの知識共

有を行うことによって，文化を作り文明の発展を促

してきたといえる。ところが，この知識共有の場が

変わりつつある。今までは本や資料を通して知識を

得ていたが，現在ではインターネットが大きな情報

源となり，サーチエンジンが探索の第一の手掛かり

となってきている。

しかし，よく言われるようにインターネット上の

情報は玉石混淆であり，必ずしも裏付けや根拠のな

い情報も多く含まれる。その中からより正確で価値

ある情報を知識として取り出すことの重要性はます

ます増加している。これは，従来の選書に近い概念

であるが，莫大な情報の海から，知識を取り出すた

めには，新しい方法論を構築する必要がでてくる。

本学類での教育研究の一つが，まさにこの有用な知

識をいかに効率よく取り出すかというテーマになっ

ている。

また，学術論文なども従来の冊子体だけでなく電

子ジャーナルとして電子的に「出版」され，それが

主流になりつつある。このことは学術雑誌に限った

ことではなく，今後，電子出版は重要な位置を占め

るようになると考えられる。それにより，関連する

ビジネスモデルも変容を遂げつつある。現代の図書

館員は，従来の冊子体に加え，電子ジャーナルの扱

い方を知る必要があるし，Web からいかに有用な

情報を取り出し，再構成するかなどのノウハウも

知っている必要があるだろう。そのためには，情報

検索の技術，自然言語処理，データマイニング，

データベース技術などの知識も必要である。また，
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一方では，マルチメディア情報も含めた著作権など

の法制度的な知識も必要となってくる。

そういう意味で，本学類では単に司書を養成する

のではなく，新しい時代の司書，すなわち情報のナ

ビゲータとなる知識情報のスペシャリストおよび総

合的視野に立って問題を解決できる知識のゼネラリ

ストの養成を目指している。

2. 知識情報・図書館学類の教育理念

筑波大学は他の大学と違い，学部・学科制ではな

く，学群・学類という単位で教育を行っている（�

学群＋�専門学群，23 学類）。組織的には学群が学

部に，学類が学科に対応しているが，多くの大学で

は学部単位で入学し，�年次に学科に配属されるこ

とが多いが，筑波大学では学類毎に入学試験が行わ

れ，�年次から学類に属することになる。そのた

め，�，�年次の教育においても，学類独自のカリ

キュラムを構成することができる。

知識情報・図書館学類の前身は，2002 年に図書

館情報大学と筑波大学が統合した時に作られた図書

館情報専門学群である。筑波大学では 2007 年に

「学問の進展や社会的要請の変化を踏まえた上で，

…受験生や社会にとってわかり易い編成」とするこ

とを目的に学群再編が行われ，図書館情報専門学群

は情報学群に改組された。その狙いは，「図書館情

報専門学群と第三学群情報学類を一つの学群に編成

し，『情報学群』とします。それぞれが培ってきた

学問的成果や伝統を発展させるとともに，それらの

融合により，･･･『情報メディア創成学類』を新設す

るなど，文理融合型の特色ある情報系の学群として

さらなる発展をめざしています」と説明されてい

る
1）
。従来，図書館情報専門学群で行われてきた図

書館情報学に関する教育は，知識情報・図書館学類

が引き継ぎ，これまで通り司書課程と司書教諭課程

も存在している。しかしながら，カリキュラム体系

については，図書館情報専門学群のそれをそのまま

引き継ぐのではなく，時代に沿った，大幅な改定を

行った。

知識情報・図書館学類の設置時に掲げた使命は，

�）知識の社会的共有に関する教育による人材養

成

�）幅広い教育活動による地域社会と関連コミニ

ティへの貢献

�）専門教育の開発と革新の先導的役割を担うこ

とを通じて，「豊かな精神にあふれた社会」

の創造に貢献する

というものであった。そして，教育理念として，

・知識・情報の共有のあり方の多面的・総合的理

解をはかる文理融合型教育の実践

・幅広い領域の基礎理論や基盤技術と，知識情報

学・図書館情報学の専門知識を修得し，

・多様な問題解決に向け，知識と情報を活用し，

自ら考え，創造的に解決する能力を持つ自立し

た人間の育成

とした。輩出すべき人材として，

・図書館員や知識情報システム・エンジニアをは

じめとする，社会の知識情報資源の形成と活用

の専門家として，人々の知的営みに貢献すべき

人材

・知識情報学・図書館情報学に関する知識と技術

をもって社会の多様な活動に携わることができ

る人材

・知識情報学・図書館情報学領域の研究者，教育

者として発展すべき人材

と考えた。そのような観点に立ち，学類のカリ

キュラムを構成したが，その際，�つのキーワード

を設けた。知識共有を考える上で，

・人との関わり，すなわち，ある意味で知識共有

の本質を扱う分野

・技術的な課題を解決する分野

・社会的な仕組みとの関係を扱う分野

であるとした。これらは，つぎに述べる�つの主

専攻の基本概念に当たる。

知識情報・図書館学類では，�，�年次に文理に

わたる幅広い領域の専門基礎科目を履修し，�，�

年次に専門科目を履修することで，専門的知識をよ

り深める。この専門科目を担う領域として，�つの

主専攻分野を設けた。すなわち，

・知識科学主専攻

・知識情報システム主専攻

・情報経営・図書館主専攻

である。これらの専門領域について，もう少し説

明を加えよう。各主専攻についてパンフレット
2）
か

らその説明を引用すると，知識科学主専攻では，

「知識の本質，知識と情報行動，知識獲得のあり方

と方法，知識の抽出・表現・探索，思考法に関する

理論と応用」となっている。もっと端的にいえば，

知識共有の本質を探り，それを活用するための能力

を身につけることともいえる。

一方，知識情報システム主専攻は，「ネットワー

クにおける知識と情報の共有，データベース，情報

検索，ディジタルライブラリなどの知識情報技術に

関する理論と応用」。すなわち，知識や情報を効率

よく共有し，有効に活用するための，高度な技術を

身につけることといえる。最後に，情報経営・図書

館主専攻では，「知識共有に関する社会制度，メ

筑波大学情報学群知識情報・図書館学類について
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ディアと図書館の文化，知識情報資源の構築とサー

ビスのマネージメントに関する理論と応用」。すな

わち，知識情報を提供する環境や社会の整備とその

経営・制度などを身につけることといえる。これら

の概念図を図�に示した。�つの主専攻領域は互い

に独立なものではなく，相互に関連していることは

いうまでもない。次の章では，もう少し具体的に学

類のカリキュラムについて説明する。

3. カリキュラム

筑波大学では�年次に共通科目として，体育，外

国語，総合科目が必修となっている。総合科目は，

全学で開講される様々なテーマの講義を学群・学類

という枠を越えて履修することができる。このこと

により，幅広い教養知識を学ぶことができるように

なっている。また，前述のように�年次に主専攻と

いう専門分野に分かれるが，�，�年次での学習は

どの主専攻に進んでもよいよう必修科目を多くし，

なるべく偏りが出ないようにした。たとえば，「知

識情報概論」，「情報基礎」，「情報基礎実習」，「プロ

グラミング演習」，「情報数学」，「統計」等である。

理系的な科目が多いように見えるが，前述の文理融

合型教育の第一段階として，情報処理と数学的基礎

を必修にしている。実は筑波大学では，全員が情報

処理教育を受けることになっており，全学共通で開

講されている。しかし，そのうち社会工学類と情報

学群の�学類では独自の内容を展開している。ま

た，情報学群の共通科目として，「情報社会と法制

度」と「知的財産概論」が開講されている。現代社

会では IT 技術とそれに関連する法律や知的財産権

がますます重要になってきているためである。�年

では，必修が多いため選択科目はあまり多くない

が，「図書館概論」，「情報システム概論」，「基礎数

学Ａ，Ｂ」などが選択科目として開講されている。

�年次の必修は，専門英語のほかに知識情報演習

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを�年間かけて行っている。内容的に

は，

�）知識資源に対するメタデータ（書誌レコー

ド）の作成

�）メタデータの検索システム（OPAC）の構築

�）レファレンスサービスの基本

�）各種情報源の利用法

�）パスファインダーの作成

�）主題分析

�）情報検索システムの構築

などである。一方，選択科目は�年次の主専攻配

属に向けた導入的な科目を配置している。すなわち

「知識と人間」，「知識とシステム」と「知識と社会」

という�つの科目群を設け，それぞれ�科目ずつが

展開されている。本学類ではこのような科目群のこ

とをクラスタと呼び，まとめて学ぶことが望ましい

科目として学生の科目選択を助けている。また，

キャリア教育として，「学問と社会」を開講し，知

識情報学と社会との関係を中心に講義・演習を行っ

ている。

�，�年次は学類共通の専門科目の他に主専攻ご

とに開講される科目が展開されている。これらもク

ラスタに区分され，�つのクラスタに�〜�科目が

開講されている。クラスタは以下のとおりである。

○知識科学主専攻

・専門情報

・知識共有

・知識行動

・知識発見

○知識情報システム主専攻

・知識情報システムの実際

・知識情報システムの実装

・知識情報システムの設計

・知識情報の組織化

・情報システムの原理

○情報経営・図書館主専攻

・知識情報環境の構築

・知識情報サービスの経営

・知識情報サービスの構成

・知識情報の社会化

・知識情報の規範

・メディア社会と情報文化

・図書館と書物の文化

主専攻に配属されると，自主専攻の専門科目を

20 単位，他主専攻の科目も	単位修得する必要が
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ある。そのほか，主専攻ごとに開講される主専攻実

習も必修である。

なお，本学類では，学生自身による学問の達成度

を把握しやすくするために，GPA（Grade Point

Average）とよばれる評価法を導入している。これ

は評価（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）ごとに点数を与え，履修

科目全体で平均をとったものである。GPA は，成

績不振者や修学指導にも利用されるが，�年次の主

専攻配属も GPA の高い順に志望が決定される。そ

のため，GPA が低いと志望する主専攻に進めない

ことがある。

本学類では国際化というキーワードを重視し�年

次の英語の他に�，�年次にも「専門英語」として

必修科目を課している。また，「国際インターン

シップ」を開講し，海外の大学図書館等に�週間ほ

どであるが，学生を派遣し，実際の図書館業務を経

験させている。また，逆に派遣先の図書館等からも

学生を受け入れている。（平成 22 年度は，ミシガン

大学やブリティッシュコロンビア大学等に学生を派

遣し，ハワイ大学の学生を受け入れた）。これとは

別に，国内の図書館や企業などでのインターンシッ

プも行っている。

そのほか，特徴的な科目として，「知的探求の世

界」という科目がある。これは，各教員がカリキュ

ラムの枠を超えて自由に内容を設定できるもので，

�年次の入門的内容から�年次のより専門的なもの

へ体系的に学べるように設計したものである。一般

の講義とは違い自主的にそして長期間にわたり学ぶ

ことができる少人数ゼミである。

�年の�学期は，卒研ゼミに配属され卒業研究の

準備期間となる。�年次には本格的に卒業研究が始

まり，�年かけて卒業論文を完成させる。卒業研究

は教員の専門領域が多岐にわたっていることもあ

り，幅広いテーマが展開されている。また，「知識

情報特論」という科目が�年生対象に開講され，最

先端のトピックスなどが講義・講演されている。こ

れは主専攻の枠を超えて全員が履修する。本学類を

卒業すると，学士（図書館情報学）が授与される。

このように，本学類のカリキュラムは，幅広い知

識を獲得するとともに，単なる司書養成にとどまら

ず，知識情報の専門家として，それぞれの領域を深

化するように設計されている。学生は，主専攻配属

と卒研ゼミの配属の�回にわたり，自分の適性と将

来の進路を考えることになる。

4. 資格

本学類では，司書資格，教員免許，司書教諭資格

が取得できる。司書資格は，�年次までの専門基礎

科目と�年次以降の専門科目の中から「図書館に関

する科目」（14 科目）を修得することで取得でき

る。いずれの主専攻に属していても取得できるよう

になっている。一方，教員免許は，社会（中学校），

公民（高校），数学（中学校，高校）と情報（高校）

が取得できる。教員免許の取得をめざす学生は比較

的少なく，全学類生の�割前後であるが，そのほと

んど全員が司書教諭の資格も取得する。

本学類の開講する司書科目を履修することで他学

類の学生も司書資格を取得できるが，法律上定めら

れた 14 科目 20 単位に対して，本学では 14 科目 27

単位が必要であり，かなり負担が大きいことと，プ

ログラミングを伴う演習が必修科目として含まれて

いることから，他学類で司書資格を取得できる学生

はほとんどいない。一方，司書教諭科目は，他学類

からの受講が多く，受講者の�〜	割が他学類の学

生である。

5. 就職先

知識情報・図書館学類が発足して�年目であるこ

とから，�期生は現在�年生であり卒業生はまだい

ない（2010 年 12 月現在）。ここでは，前身の図書

館情報専門学群生の就職先について報告する。知識

情報・図書館学類は学群再編に伴い，定員が 180 名

から 110 名（�年次編入を含む）になったが，就職

先の比率はほぼ同じだと思われる。平成 21 年度の

就職希望者に対する実績は図�のようになってい

る。

企業が 52％と半数近いが，その中には，資料室

など図書館業務的な仕事に就いているものも含まれ

る。企業の多くは，情報系企業であるが，そのほ

か，メーカー，出版・印刷業，書店，銀行なども多

筑波大学情報学群知識情報・図書館学類について
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い。大学院の進学は，筑波大学の図書館情報メディ

ア研究科に進学する者がほとんどであるが，他研究

科，他大学への進学者もいる。図書館・公務員の割

合も決して少なくはないが，残念ながら図書館志望

者数に対して求人数がかなり少ないのが現状であ

る。

6. 学生の自発的活動

本学類に限らず，筑波大学では自ら問題を発見し

解決する能力を有する学生の養成を目的としてい

る。そのため，学生の自主的な活動について，でき

うる限りの支援を行っている。海外の大学図書館で

は新しい学びの場として，ラーニングコモンズを図

書館に併設しているところが多いが，国内ではまだ

あまり普及していない。本学類では，附属図書館と

協同で図書館情報学図書館内にラーニングコモンズ

を設け，そこでは，教育カリキュラムとの連携を図

り，先輩学生が後輩の指導をしたり，自習やグルー

プ学習ができるような空間を提供している。ラーニ

ングコモンズで活動する先輩学生は，授業の空いて

いる時間や放課後を利用して参加している。半分，

ボランティアのような仕事であるが，将来，図書館

員を目指す多くの学生が参加し，様々な教育効果を

上げている。

このメンバーが中心になり図書館情報学若手の会

（ALIS：Around Library and Information Science）

が結成され，学生だけでワークショップを開催し，

図書館総合展にポスターを出展，他大学との交流

（pingpong プロジェクト）を行うなど活発に活動し

ている。彼らはこの活動を行う原動力の一つとして

「知識情報・図書館学を学んできたものの実践の一

つとして」としている。

図書館情報大学や筑波大学図書館情報専門学群時

代は，本の好きな真面目な学生というイメージが強

く，悪く言えば，どちらかといえば内向きのベクト

ルであったのが，知識情報・図書館学類になって，

外向きのベクトルが生まれてきたように思う。それ

がカリキュラムによるものかはわからないが，授業

のいたるところで，プレゼンテーションを経験さ

せ，そのスキルアップを図ってきた成果の表れのひ

とつとも考えられる。そのため，昔に比べ，圧倒的

に発表も上手であり，外に向かって自分の主張を表

現することも厭わなくなったからかもしれない。こ

のことが今後，どのように発展していくかは学類の

在り方とも関わることであると考えられる。

7. おわりに

本学類のカリキュラムは前述したように今年で�

年目を迎え，すべての学年を経験したばかりであ

る。毎年実施している学生への調査を通じて，幅広

い基礎から順を追って専門・応用に展開するカリ

キュラムが，学生にとっては教育体系の見通しの悪

さや「やる気」の減退につながっていることがわ

かってきた。既に�年次向け概論科目を新設した

り，英語科目での能力別クラス編成を導入したりな

ど，カリキュラム改定に着手しているが，簡単に解

決するとは考えていない。一方，ALIS の結成や国

際インターンシップへの参加など，活発で活動的な

学生が徐々に増加している感もある。「やる気」に

関して，高いレベルの上位層を産み出すことに成功

したものの，下位層の底上げに課題を残している，

というのが現時点での評価と言えよう。今後も，こ

の点を中心に学生の反応を検証しつつ，カリキュラ

ムの見直しを継続していきたい。

注

1）http: //www. tsukuba. ac. jp/admission/reorganiza-

tion/pdf/060323leaflet.pdf

2）http: //klis. tsukuba. ac. jp/Pamphlet/Pamphlet11/

klis11.pdf

＜ 2010.12.6 受理 まつもと まこと，いつむら ひ

ろし，としもり あつし 筑波大学大学院図書館情報

メディア研究科＞
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Abstract：This article focuses on the College of Knowledge and Information Sciences, School of Informatics,

University of Tsukuba, which was founded in 2007. Students begin to develop their own curriculum in their

first year, choosing from three majors：knowledge informatics, knowledge systems, information

management and libraries. In this way they will learn the philosophies and skills necessary to succeed in

their career paths. The author also writes about the activities of a student organization that formed around

the learning commons in the library called�ALIS：Around Library and Information Science.�Now in its

fourth year of operations, it is time to evaluate the activities of the college, its curriculum, learning commons,

and consider improvements.
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